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第 184 回

Ａさんはメーカーの営業マン。自分の担

当である地方の取引先への営業活動のため

1 週間の出張計画を立てた。週末を挟んで

の出張となるため、会社の所定休日である

日曜日に現地で休日を設ける旨の出張計画

書を事前に上司に提出し、了承を得た。

水曜日から金曜日までは自社製品の売込

みに奔走し、土曜日は取引先のイベント出

席のため休日出勤扱いとなった。現地での

休日となった日曜日は取引先も休みである

ため、日中は観光地巡りをして英気を養い、

夕方宿泊先のホテルに戻った。翌日の仕事

に備え手っ取り早くホテル内にあるレスト

ランで夕食を摂っていたが、途中トイレを

使用した際に足を滑らせて転倒し、左手首

を骨折する大ケガを負ってしまった。

なお、今回の出張はＡさん１人であり、

夕食時も同伴者はいなかった。また、Ａさ

んは飲酒をしていたが酩酊はしていない。

出張中は、業務の全過程に業務遂行性

が認められ、積極的な私的行為、恣意行為

以外は業務起因性が認められるものである

が、出張中の休日は通常の休日と同じ考え

方であり、日中の観光地巡り中の事故であ

れば業務外と判断される。今回の事故は宿

泊ホテル内での夕食時に発生しており、ま

た、Ａさんは１人で飲酒をしていたが、酩

酊しているわけではないので積極的な私

的行為とまではいえず、出張に当然または

通常伴う行為のさなかに発生した事故とし

て、業務上と判断される。

まず、業務上災害として認められるため

が

え
る
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には、業務起因性（災害とその業務との間

に相当因果関係があるかどうか）と、その

前提条件の業務遂行性（労働者が労働契約

に基づいて事業主の支配下にある状態にあ

るか）が認められなければならない。

出張は、自宅（または会社）を出て用務

地に赴き、業務を終えて自宅（または会社）

に戻るまでの全過程に業務遂行性が認めら

れている。なぜなら、その出張における業

務の成否や遂行方法について事業主が包括

的に責任を負うためで、よほどの事情があ

る場合を除いて出張過程全般について事業

主の支配下にあるといえるからである。

出張中の休日の過ごし方に関しては、通

常、出張中の者が宿泊ホテルに滞在してい

る間にとる行動などは業務上災害の適用範

囲と考えられ、比較的広く解釈されている。

ただし、その合間に、観光や帰郷といった

出張と関係のない所用があった場合は、そ

の間の業務遂行性は認められず、業務外と

なる。出張の過程へ復帰するとその時点か

ら業務遂行性が認められることとなる。

今回のケースでは、観光を終えて宿泊ホ

テルに戻ってきてからの食事中の事故であ

るので、宿泊に通常随伴する行為であり業

務遂行性があると判断された。

一方、出張中の行動は労働者個人の判断

に任される面も多く、今回のように食事中

に飲酒するといった私的行為も含まれる。

出張ではない通常の就業日であれば、飲酒

が業務性を有するのは、会社が費用を負担

した接待や、出席が義務付けられた会合な

どに限られるが、前述したように出張中は

全般的に事業主の支配下にあるとされる。

食事など現地で必要な行為も同様であ

り、宿泊ホテル内での飲酒や、飲食施設の

ないホテルから近所へ出掛けて飲酒した場

合などであれば、出張に当然または通常伴

う行為として業務遂行性が認められるのが

通例となっている。なぜなら、出張中は個々

の行為についてその都度事業主の拘束を受

けず、出張者の自己判断に委ねられている

部分が大半であるという事情から、出張の

性質上ある程度は私的行為が介在すること

を容認していると理解できるからである。

ただし、当然それにも限度がある。食事

に伴う晩酌程度の飲酒ならまだしも、酩酊

するほど飲んでいたとなると積極的な私的

行為となり、業務遂行性は否定されると考

えるべきであろう。また、宿泊ホテルから

わざわざタクシーで飲食店街に繰り出して

飲食した際の事故も同様である。

通常の休日にケガをした場合は業務上災

害にならないということは誰もが思うこと

だが、それが出張中の休日の場合には、業

務上災害と認められることがあるというの

が今回のポイントである。出張中の休日は、

宿泊ホテル内での食事、入浴などの行為は

業務遂行性があり、ホテル内の事故は原則

として業務上と判断されるということに注

意されたい。

もちろん、だからといって宿泊ホテル内

のレストランで羽目を外し過ぎてはいけな

いことはいうまでもない。




